
成田市企画政策課  平成28年3月13日（日曜） 

なりた未来新聞 
ワールドカフェ 

実施報告書 



タイムスケジュール 

タイトル  なりた未来新聞ワールドカフェ 

主  催  成田市企画政策課（地方分権推進事業） 

協  力  特定非営利活動法人 日本ファシリテーション協会 

開催日時  平成28年3月13日（日）13：00-16：00 

場  所  赤坂ふれあいセンター 大会議室 （託児 和室１－B） 

定  員  80名 

参加者数  41名 （男性24名、女性17名）  

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ  3名 （浦山絵里、尾上昌毅、中野攻）  

スタッフ 
 6名 （髙橋課長、椿課長補佐、谷崎係長、安部副主査、 
    石橋副主査、佐藤副主査） 

企画目的  市民の市政への関心を高める、市民意識の醸成 

参加者の 
ゴール 
イメージ 

 楽しく話せた／今後市ホームページや広報なりたを見てみよ  
 うと思える／これからこういう機会があれば参加してみよう 
 という気持ちになる／批判や要望だけでなく一緒に考えてみ 
 ようと思える 

 12：30  受付開始 

 13：00  開会のあいさつ 

 13：05  オリエンテーション 

 13：10  アイスブレイク 

 13：20  ワールドカフェ 

 14：40  休憩 

 14：50  新聞づくり 

 15：25  共有 

 15：40  振り返り 

 15：55  閉会の挨拶 

 16：00  終了 
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③「自己紹介」をしよう 

本日の話し合いの約束事を確認 

今日 
呼ばれたい名前 

子どもの頃 
よくした遊び 

成田と言えば・・・ 
（成田自慢） 

今日参加した理由 
（期待している事） 

１ 参加者同士で、 
      成田のことをいろいろ話してみよう。 
 
２ たくさんの意見を聞きあってみよう。 
 
３ これからの成田を考えよう。 

①今日はこんなことをやってみよう 

②参加にあたってのお約束 

お互いによく聴き、よく話しましょう。

自由に想像することを、楽しみましょう。

守秘義務
　　（言いたいことは話すけれど、
　　　　　言いたくないことは話さない）
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会場を自由に歩き回り、下の4象限について、
目のあった人とランダムに自己紹介を実施 



ワールド・カフェとは・・・ 
会議室で繰り返される機能的な会議よりも、「カフェ」
で行うような、オープンで自由な対話こそ、活き活き
とした意見の交換や、新たな発想の誕生が期待で
きる、という考え方に基づいた話し合いの手法です。 

メンバーを入れ替えながら、５～６人単位のグループ
で話し合うことで、まるで参加者全員と話し合ってい
る効果が生まれます。 

ミツバチが、花から花へ花粉を付けながら飛び回り、
新たな種が生まれるように、アイデアがテーブルから
テーブルへ広がり、新たな発想が誕生します。 

１ラウンドが終了するごとに、ホストは残り、 

旅人は他のテーブルに移動します。 

 

 グループ決め 
テーブルに用意したキャンディーとチョコを 

利用して５名×７、６名×１のグループ分けを 

しました。 
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私が思う成田の 

  いいところ 

  う～～～ん。。なところ 

ラウンド１  

私たちはここでの暮らしの中で、

どんなことを大事にしているの

でしょう。 

 

ラウンド２  

私たちはここでの暮らしで、こ

れからどんなことを大事にして

いきたいのでしょう。 

 

ラウンド３  

・知名度がある 
・財政が豊か 
・空港のおかげで仕事がある 
・観光地がたくさんある 
・図書館が大きい 
・子育てしやすい 
etc. 

 

いいところ 
 

・交通の便が悪い 
・車がないと生活ができない 

・まつりは訪れる人にはいいが住んで
いる人には通行止めなど不便 
・ペットのマナーが悪い 

・駅前の再開発は歩行者には良いが、
ドライバーには道路が狭い 
・羽田に負けている 
etc. 

 

う～～～ん。。なところ 
 

・子どもの未来 
・子どもの健康 
・子どもの遊び場 
・老人福祉 
・近所づきあい 
・地域のイベント 
・交友関係 
・職場関係 
・お金 
・コミュニティづくり 
・車（車がないと生活できない） 
etc. 

 

・子どもたちが安全で安心にくらして
いける環境 
・子どもが交流できる場 
・地域交流できる場 
・近所づきあい 

・成田市に住み続けたいと思う人を
増やす 

・観光客にではなく市民に手厚い
サービス 
・防災無線 
・老後の生活 
・少子化問題 
etc. 
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ここまで対話をしてみて 私がここでの暮らしの中で、「一番大切にしている」ことはなんですか？ 

・人と人の交流の場を増やしてほしい（年、時間を問わず） 
・人とのつながり、困った時助け合う、さびしい時一緒にいる 
・地域のコミュニティー、だれかともっともっとつながっていたい 
・子どもが生活しやすいように、地域の交流を大事にしていきたい。 
・子育て 子どもが大人になった時暮らしやすい社会を引き継ぐこと。 
・子どもが健康にくらせる、子どもやご近所との接点を通して成長できる環境 
・住環境（良くねれる）、食の安全（成田産がたべたい）、近所つきあい（年とったらどーしよー） 
・成田の魅力を知るためにイベントに参加して、観光と市民サービス向上が共存できる街づくりに貢献！！ 

・金 
・緑 
・食育 
・出会い 
・自然 
・子供 
・健康 
・仕事 
・生活と仕事 
・人との交流 
・外人の手助け 

 

・子育てと仕事 
・交通事故０ゼロ 
・家族の安心・安全 
・仕事ができる環境   
・コミュニケーション 
・成田に住み続ける気持ち 
・会社の人達とのつながり 
・子どもが健やかに育つこと 
・きれいなまち、成田に住む事 
・声かけ コミュニケーション 
・色々な人達と交流ができる場所。 

 

・仕事、自分の仕事、職場の多さ等 
・子どもと家族の安心・安全・健康 
・子育てや介護での不安がないこと 
・困っていたらみんなで助け合おう！ 
・家族・周りの人が元気に生活する事 
・金、仕事、環境、結婚、健康、子育て 
・情報をシェアする、コミュニケーション 
・子供達への卓球の市道（楽しさを伝える） 
・子育ての地域ぐるみの参加、関心。大切さ 
・人（子ども、老人、若者）+動物＝命 共存したい 
 

（参加者がそれぞれここまで対話をしてみて一人で考える時間を作り、「一番大切にしている」ことを書きだし、みん
なで共有しました。） 
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原文ママ 



ワールドカフェでの話し合いを踏まえ、未来の成田を想像して作成しました。 

２０年後（２０３６年）に、全国紙の１面トップ記事に、成田市が取り上げられました。 

どんな記事だったのか考えて作ってみてください。 

 

お題 
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作成した新聞を壁に貼り、グループでそれぞれ感想を言い合いました。 
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ワークショップで色々な話をしてみて、何かあなたがやれそうなことがみつかりましたか？ 
思いつくままに書いてみてください。 

（書いた紙は床に置き、ワークショップで得たものを全員で共有しました。ワークショップで得たものを実践してもらうため
の道しるべとするため、想いを書いた紙は各自、自宅に持ち帰りました。） 

作成した新聞を壁に貼り、感想を話し合い、その後、今日ま

だ話していない人と感想を言い合いました。 

（全体を通じてどうだったか、言葉にして人に話をすることで、

各自、ワークショップで得たものを消化していきます。） 
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